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ペガサスグループにおける
採用困難職種
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• 日本
• 韓国
• 中国
• ベトナム
• フィリピン
• タイ
• ネパール
• ブラジル
• ガーナ
• スリランカ

社会医療法人ペガサス 職員の国籍
（2023年5月現在）



参考：厚生労働省HP（外国人介護人材の受け入れについて）



技能実習制度とは

技能実習制度は、日本で開発された技能、

技術又は知識の開発途上国等への移転を図り、
その開発途上国等の経済発展を担う
「人づくり」に協力することを目的とした制度



参考：法務省出入国在留管理庁/厚生労働省人材
開発統括官「外国人技能実習制度について」）



受入要件
■技能実習生の入国要件

・日本語能力試験（JLPT)N4取得及び制度上

認められた日本語評価試験の合格

＊以下、いずれかの経験が必要

・高齢者もしくは障害者の介護施設、 居宅

で介護経験がある方

・看護課程を修了した方、看護師資格を有す

る方

・政府から介護士認定を受けている方

・技能実習を行なう為に訓練を受けている方

■実習実施機関（受入側）要件

・介護福祉士国家試験の実務経験対象施設

であること

・訪問系サービスでないこと

・設立後３年を経過している機関

・介護職として５年以上の経験を有する方

介護福祉士、准看護師、看護師等



必要資格（実習生受入にあたり）

＊①②③共通 3年ごとに主務大臣が適当と認め公示した講習期間によって実施される講習
[養成講習]の受講 ①は必須、②③は受講推奨（優良要件）

＊①技能実習法・入国管理法・労働関係法令等 [養成講習]7時間

＊②技能実習法・技能実習指導の行い方・労働災害防止・労働災害時対応・技能実習生との向き合い
方等 [養成講習]7時間

＊③技能実習法・労働災害防止・労働災害時対応技能実習生との向き合い方等 [養成講習]5時間

①技能実習責任者（1名）

②技能実習指導員（受入5名につき1名）
＊（指導員の内1名は介護福祉士の資格を有する者又は同等以上の

知識・技術を有すると認められた者）

③生活指導員（1名）





■技能実習生の配置基準上の取扱いについて

1. 介護施設等における報酬上の配置基準の取扱いについて

次の①又は②に該当する介護職種の技能実習生については、法令に基づく職員等
の配置基準において、職員等とみなす取扱いとすること。

① 技能実習を行なわせる事業所において実習を開始した日から６月を経過した者

② 日本語能力試験のN2又はN1（平成22年3月31日までに実施された審査にあって
は、2級または1級）に合格している者

2. 診療報酬上の配置基準の取扱いについて

介護職種の技能実習生が、看護補助者として病院又は診療所において看護師長

及び看護職員の指導の下に療養生活上の世話等の業務を行なう場合における看

護補助者の配置基準においては、当該技能実習生を員数に含めて換算しても差し支

えないものであること。

配置基準の取扱い
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APSの特徴

①社会医療法人3法人がその個々のノウハウを開放し、合同で
質の高い介護教育プログラムを構築。

②社会医療法人グループである特性を生かし、医療チームの一
員として通用する介護スタッフの教育プログラム

③日本古来の侘寂、おもてなしなどと表現される言葉だけでは
伝え切れない、相手を思いやる日本の介護を日本人の介護福
祉士が現地で直接教育

④来日前に、現地で日本の介護を教育するため、風土、文化、
習慣の違いを埋めたうえで、日本の介護現場に配属

⑤日本人の介護福祉士が日本語で教育することにより、日本語
能力（Ｎ４レベルの確保）の効率的な向上。













参考：厚生労働省HP（外国人介護人材の受け入れについて）



ベトナム人技能実習生の配属

馬場記念病院
・技能実習1号・・・4名
・技能実習3号・・・2名
・特定技能・・・3名

ペガサスリハビリテーション病院
・技能実習3号・・・2名
・特定技能・・・3名

入国時研修受講中
3名

2023年9月8日現在



従事させる業務の基準

＜必須業務＞

業務に従事させる時間全体の半分以上

＜関連業務＞

業務に従事させる時間全体の半分以下

＜周辺業務＞

業務に従事させる時間全体の3分の１以下

＜安全衛生業務＞

各業務ごとに10分の１以上



ベトナム人技能実習生
ある日の一日の流れ



8：30 申し送り



8：45 物品搬送（周辺業務）



9：00 保清 全身清拭（必須業務）



移送・検査搬送（必須業務）



10：30 配茶 洗い物（関連業務）



12：00 配膳・下膳（関連業務）



12：00 食事援助（必須業務）



12：30 口腔ケア歯磨き援助(必須業務）



13：00 休憩時間



14：00 部分浴 (必須業務）



病棟リハビリ(周辺業務)



15：00 オムツ補充（周辺業務）



環境整備（安全衛生業務）



15：30 安全衛生業務兼日本学習



16：30 排泄援助（必須業務）



17：10 申し送り



17：30 手洗い後 退勤







ベトナム人技能実習生雇用
メリット



•安定的な介護人材の確保
•職場の活性化



ベトナム人技能実習生雇用
副次的効果



•介護職員のモチベーションアップ
•宣伝効果
•他の外国人労働者の雇用拡大



ベトナム人技能実習生雇用
雇用前の工夫



•優秀人材の確保
•生活環境の整備



ベトナム人技能実習生雇用
雇用中の工夫



孤立させない工夫

•生活指導員・メンターとのLINE
•複数名1部屋
•法人内ネットワーク作り



コミュニケーションの取り方

①わかりやすい日本語で話す

②はっきりとゆっくり話す

③短い文で話す

④です・ます体の簡単で丁寧な言葉を使う

⑤標準語で話す

⑥難しい漢字ではなく、やさしい言葉を使う



日本語を指導するに当たっての工夫

① 丁寧語、敬語等の使い方に慣れる工夫

② 外国人特有の発音等の問題への対応

③ 技能実習生の聞き間違いや理解した「ふり」
を防ぐ工夫

④ 復唱とメモ



ベトナム人技能実習生雇用
ペガサス独自の取り組み



ペガサスの福利厚生

• ペガサス大運動会

• ペガサス球技大会

• 職員親睦旅行

• ボーリング大会

• スキーツアー

• 婚活パーティー

• その他










